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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　サブフレーム構成のセットからのサブフレーム構成で無線フレームを構成することと
、
　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中にユーザ機器（ＵＥ）と通信する
ことと
　を備え、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成は、サブフレーム構成の前記セットのサブセットに準拠することから前記無線フレ
ームを除外する制限に基づいて限定され、サブフレーム構成の前記サブセットは、
　　無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレームの位置、または
　　前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプ
　のうちの少なくとも１つに基づいて決定され、
　サブフレーム構成の前記サブセットは、前記無線フレーム中で送信されるべきダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）に基づいて決定され、
　前記制限は、少なくとも１つのダウンリンクサブフレーム割振りのないサブフレーム構
成のサブセットを除外する、
　方法。
【請求項２】
　前記複数の無線フレームの前記シーケンスの少なくとも一部分がサブフレーム構成の前
記サブセットに準拠することから前記一部分を除外するように制限される、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記無線フレームに対する前記制限を示すメッセージを少なくとも１つのＵＥに送信す
ることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
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【請求項４】
　前記複数の無線フレームの前記シーケンスのサブセットを少なくとも１つのＵＥに示す
ことをさらに備え、前記サブセットが、前記少なくとも１つのＵＥによる測定を可能にす
るための少なくとも１つのダウンリンクサブフレーム割振りをもつサブフレーム構成で構
成された、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線フレームについてグループ共通ＤＣＩを監視するように少なくとも１つのＵＥ
を構成することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのＵＥの前記構成に基づいて前記無線フレームを構成すると決定す
ることをさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線フレームが第１の無線フレームであり、サブフレーム構成の前記サブセットが
サブフレーム構成の第１のセットであり、前記方法は、
　前記複数の無線フレームの前記シーケンスからの第２の無線フレームを、サブフレーム
構成の第２のセットに準拠することから限定することをさらに備え、サブフレーム構成の
前記第１のセットがサブフレーム構成の前記第２のセットとは異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　サブフレーム構成の前記第１のセットが、通常アップリンクサブフレームのないサブフ
レーム構成、または通常ダウンリンクサブフレームのないサブフレーム構成のうちの少な
くとも１つを含んでいる、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　基地局から無線フレームのためのサブフレーム構成制限を受信することと、
　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中に前記基地局と通信することと
　を備え、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成制限は、サブフレーム構成のセットに準拠することから前記無線フレームを除外し
、
　サブフレーム構成の前記セットが、無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレー
ムの位置、または前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプのうちの
少なくとも１つに基づき、
　サブフレーム構成の前記セットは、前記無線フレーム中で受信されるべき前記ダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）に基づき、前記サブフレーム構成制限は、少なくとも１つのダウ
ンリンクサブフレーム割振りをもつサブフレーム構成のないサブフレーム構成のセットに
準拠することから前記無線フレームを除外する、
　方法。
【請求項１０】
　前記複数の無線フレームの前記シーケンスの少なくとも一部分が、サブフレーム構成の
前記セットに準拠することから前記一部分を除外するように制限される、請求項９に記載
の方法。
【請求項１１】
　サブフレーム構成の前記セットが、無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレー
ムの位置、または前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプのうちの
少なくとも１つに基づく、請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記基地局から前記複数の無線フレームの前記シーケンスのサブセットのインジケーシ
ョンを受信することと、ここにおいて、前記サブセットが、少なくとも１つのダウンリン
クサブフレーム割振りをもつサブフレーム構成で構成され、
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　無線フレームの前記シーケンスの前記サブセットに対して測定を実行することと
　をさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１３】
　前記サブフレーム構成制限に基づいて前記無線フレームについてグループ共通ＤＣＩを
監視することをさらに備える、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　サブフレーム構成の前記第１のセットが、通常アップリンクサブフレームのないサブフ
レーム構成、または通常ダウンリンクサブフレームのないサブフレーム構成のうちの少な
くとも１つを含んでいる、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　第１の無線フレームが、サブフレーム構成の第１のセットに準拠することから除外され
、第２の無線フレームが、サブフレーム構成の第２のセットに準拠することから除外され
、サブフレーム構成の前記第１のセットがサブフレーム構成の前記第２のセットとは異な
る、請求項９に記載の方法。
【請求項１６】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　サブフレーム構成のセットからのサブフレーム構成で無線フレームを構成すること
と、
　　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中にユーザ機器（ＵＥ）と通信す
ることと
　　を行うように構成され、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成は、サブフレーム構成の前記セットのサブセットに準拠することから前記無線フレ
ームを除外する制限に基づいて限定され、サブフレーム構成の前記サブセットは、
　　無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレームの位置、または
　　前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプ
　のうちの少なくとも１つに基づいて決定され、
　サブフレーム構成の前記サブセットは、前記無線フレーム中で送信されるべき情報の前
記タイプに基づいて決定され、送信されるべき情報の前記タイプは、ダウンリンク制御情
報（ＤＣＩ）を備え、
　前記制限は、少なくとも１つのダウンリンクサブフレーム割振りのないサブフレーム構
成のサブセットを除外する、
　装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記無線フレームに対する前記制限を示すメッセ
ージを少なくとも１つのＵＥに送信するようにさらに構成された、請求項１６に記載の装
置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサが、前記複数の無線フレームの前記シーケンスのサブ
セットを少なくとも１つのＵＥに示すようにさらに構成され、ここにおいて、前記複数の
無線フレームの前記シーケンスの前記サブセットが、前記少なくとも１つのＵＥによる測
定を可能にするための少なくとも１つのダウンリンクサブフレーム割振りをもつサブフレ
ーム構成で構成された、請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
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　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　基地局から無線フレームのためのサブフレーム構成制限を受信することと、
　　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中に前記基地局と通信することと
　　を行うように構成され、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成制限は、サブフレーム構成のセットに準拠することから前記無線フレームを除外し
、
　サブフレーム構成の前記セットは、前記無線フレーム中で受信されるべき前記ダウンリ
ンク制御情報（ＤＣＩ）に基づき、前記サブフレーム構成制限は、少なくとも１つのダウ
ンリンクサブフレーム割振りをもつサブフレーム構成のないサブフレーム構成のセットに
準拠することから前記無線フレームを除外する、
　装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　前記基地局から前記複数の無線フレームの前記シーケンスのサブセットのインジケー
ションを受信することと、ここにおいて、前記サブセットが、少なくとも１つのダウンリ
ンクサブフレーム割振りをもつサブフレーム構成で構成され、
　　無線フレームの前記シーケンスの前記サブセットに対して測定を実行することと
　を行うようにさらに構成された、請求項１９に記載の装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記サブフレーム構成制限に基づいて前記無線フ
レームについてグループ共通ＤＣＩを監視するようにさらに構成された、請求項１９に記
載の装置。
【請求項２２】
　サブフレーム構成の前記セットが、無線フレームのシーケンス内の前記無線フレームの
位置、または前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプのうちの少な
くとも１つに基づく、請求項１９に記載の装置。
【請求項２３】
　基地局におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　サブフレーム構成のセットからのサブフレーム構成で無線フレームを構成することと
、
　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中にユーザ機器（ＵＥ）と通信する
ことと
　を備え、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成は、サブフレーム構成の前記セットのサブセットに準拠することから前記無線フレ
ームを除外する制限に基づいて限定され、サブフレーム構成の前記サブセットは、
　　無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレームの位置、または
　　前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプ
　のうちの少なくとも１つに基づいて決定され、
　サブフレーム構成の前記サブセットは、前記無線フレームが前記無線フレーム中で送信
されるべき物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）情報を備えることに基づいて決
定され、
　前記制限は、アップリンクサブフレーム割振りまたはスペシャルサブフレーム割振りの
うちの少なくとも１つのないサブフレーム構成のサブセットを除外する、
　方法。
【請求項２４】
　ＰＲＡＣＨ構成インデックスが少なくとも１つのＵＥに示され、前記ＰＲＡＣＨ構成イ
ンデックスが２つまたはそれ以上の無線フレームのＰＲＡＣＨ周期性に関連する、請求項
２３に記載の方法。
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【請求項２５】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信の方法であって、
　　基地局から無線フレームのためのサブフレーム構成制限を受信することと、
　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中に前記基地局と通信することと
　を備え、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成制限は、サブフレーム構成のセットに準拠することから前記無線フレームを除外し
、
　サブフレーム構成の前記セットが、前記無線フレームが物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）情報を備えることに基づき、
　前記サブフレーム構成制限は、アップリンクサブフレーム割振りまたはスペシャルサブ
フレーム割振りのうちの少なくとも１つのないサブフレーム構成のセットに準拠すること
から前記無線フレームを除外する、
　方法。
【請求項２６】
　前記基地局からＰＲＡＣＨ構成インデックスを受信することをさらに備え、ここにおい
て、前記ＰＲＡＣＨ構成インデックスが２つまたはそれ以上の無線フレームのＰＲＡＣＨ
周期性に関連する、請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　基地局におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　サブフレーム構成のセットからのサブフレーム構成で無線フレームを構成すること
と、
　　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中にユーザ機器（ＵＥ）と通信す
ることと
　　を行うように構成され、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成は、サブフレーム構成の前記セットのサブセットに準拠することから前記無線フレ
ームを除外する制限に基づいて限定され、サブフレーム構成の前記サブセットは、
　　無線フレームの前記シーケンス内の前記無線フレームの位置、または
　　前記無線フレーム中で送信または受信されるべき情報のタイプ
　のうちの少なくとも１つに基づいて決定され、
　サブフレーム構成の前記サブセットが、前記無線フレーム中で送信されるべき情報の前
記タイプに基づいて決定され、前記無線フレーム中で受信されるべき情報の前記タイプは
、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）情報を備え、
　前記制限は、アップリンクサブフレーム割振りまたはスペシャルサブフレーム割振りの
うちの少なくとも１つのないサブフレーム構成のサブセットを除外する、
　装置。
【請求項２８】
　ＰＲＡＣＨ構成インデックスが少なくとも１つのＵＥに示され、前記ＰＲＡＣＨ構成イ
ンデックスが２つまたはそれ以上の無線フレームのＰＲＡＣＨ周期性に関連する、請求項
２７に記載の装置。
【請求項２９】
　ユーザ機器におけるワイヤレス通信のための装置であって、
　　メモリと、
　　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、
　　　基地局から無線フレームのためのサブフレーム構成制限を受信することと、
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　　　前記サブフレーム構成に基づく前記無線フレーム中に前記基地局と通信することと
　　を行うように構成され、
　前記無線フレームは、複数の無線フレームのシーケンスの一部であり、前記サブフレー
ム構成制限は、サブフレーム構成のセットに準拠することから前記無線フレームを除外す
し、
　サブフレーム構成の前記セットが、前記無線フレームが物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）情報を備えることに基づき、
　前記サブフレーム構成制限は、アップリンクサブフレーム割振りまたはスペシャルサブ
フレーム割振りのうちの少なくとも１つのないサブフレーム構成のセットに準拠すること
から前記無線フレームを除外する、
　装置。
【請求項３０】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記基地局からＰＲＡＣＨ構成インデックスを受
信するようにさらに構成され、ここにおいて、前記ＰＲＡＣＨ構成インデックスが２つま
たはそれ以上の無線フレームのＰＲＡＣＨ周期性に関連する、請求項２９に記載の装置。
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